
International Posture 国際的志向性 

20 項目(ver.2 では 22 項目) 

                       28 項目(拡大版) 

 

実施にあたって 

6件法   

実施の際にスケール名をはずし、項目をスクランブルして提示する。 

*は逆点項目として処理する 

 

20項目版  

以下の論文を引用してください。 

Yashima, T. (2002). Willingness to Communicate in a Second Language: The Japanese 

EFLContext. The Modern Language Journal, 86-1, 54-66. 

 

Intercultural approach (-avoidance) tendency (身近な異文化へのリアクション) 

1) 日本に来ている留学生など外国人と（もっと）友達になりたい。 

2) 外国の人と話すのを避けられれば避ける方だ。* 

3) 日本の学校で留学生がいれば気軽に声をかけようと思う。 

4) 留学生や外国人の学生と寮やアパートなどでルームメートになってもよいと

思う。 

5) 日本で地域の外国人を世話するような活動に参加してみたい。 

6) もし、日本で隣に外国の人が越してきたら 困ったなと思う* 

7) 日本で、レストランや駅で困っている外国人がいれば進んで助けると思う。 

 

Interest in international vocation 

8) 故郷の街からあまり出たくない。* 

9) 外国で仕事をしてみたい。 

10) 国連など国際機関で働いてみたい。 

11) 国際的な仕事に興味がある。 

12) 日本の外の出来事は私たちの日常生活にあまり関係ないと思う。* 

13) 海外出張の多い仕事は避けたい。* 

 

Ethnocentrism (違いに対する反応  Reaction to different customs/ values/ 

behaviors) 

14) 外国の人の言動に違和感を感じることがある。 



15) 自分と習慣や価値観の異なる人より似た人とつきあう方が好きだ。 

16) 習慣や価値観の異なる人と協力して物事をすることは楽しい。 

17) 自分に似た考え方、価値観をもった人と一緒に仕事をしたい。 

18) 習慣や価値観の異なる人は苦手だ。 

 

Interest in foreign affairs 

19) 外国に関するニュースをよく見たり、読んだりする。 

20) 外国の情勢や出来事について家族や友人とよく話し合うほうだ。 

21) 国際的な問題に強い関心をもっている。 

22) 海外のニュースにはあまり興味がない。* (ver. 2 で 21, 22 を追加) 

 

 

28項目版 

お使いになるときは、以下の論文を引用してください。 

 

Yashima, T. (2009). International posture and the ideal L2 self in the Japanese EFL 

Context. In Dörnyei, Z. and Ushioda, E. (Eds.), Motivation, language identity and the 

L2 self (pp.144–163). Clevedon, UK: Multilingual Matters. 

 

上記の 22項目に以下のスケールを追加したもの 

Having things to communicate (Willingness to communicate to the world) 

23) 世界の人々と話したい内容を多くもっている。 

24) 世界に向かってアピールしたいことがある。 

25) 環境問題や南北問題などについて意見をもっている。 

26) 世界の人々と話すとなると何を話してよいかわからない。* 

27) 国際的な諸問題について特に意見はもっていない。* 

28) 外国人の友人と話したいことがたくさんある。 


